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第3編 精 嚢 の吸 収作 用 にあ け る性 ホル モ ンの関与

岡山大学医学部皮膚科泌尿器科教室(主 任 大村順一教授)

木 口 充 夫

     Studies on the Absorption Ability of the Seminal Vesicles 

     Part III : Influence of Sexual Hormones on the Absorption 

                  Ability of the Seminal Vesicles 

 MiChi° KIGUCHI 

        From the  DePartmeut of  Dermatology and Urology, Okayama University, 

                                Medical School 

                           (Director  . Prof. J. Omura) 

   In order to examine the relation between the sexual hormones and the 

absorption ability of the seminal vesicles, the influence of the former upon 

absorption of penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol in 

the seminal vesicles were observed, and simultaneously the histological ex-

aminations were performed and the following results were obtained. 

   1) It was made definite by examining the absorption of penicillin, stre-

   ptomycin, tetracycline and  chloramphenicol through the seminal vesicles 

   that the male hormone works restoratively on the decreased absorption 

   caused by castration. The complete improvement of the seminal  vesi-

   cles was also recognized in the histological examination. 

   2) The influence of the superior ranked ganodotropic hormones upon 

   the atrophied tissue of the seminal vesicles due to castration could not 

   been recognized at all in the absorption of penicillin, streptomycin and 

   tracycline, but they prevented the further decrease of the absorption 

   ability when it was kept as it was. In the absorption of  chlorampheni-

   col, these hormones acted restoratively. 

  3) The female hormones worked as a promoting element to the atrophy 

   of the testicle and seminal vesicles, and the decrease of the absorption 

   ability in penicillin, streptomycin, tetracycline and  chloramphenicol was 

   noticed.

緒 言

雄性動物において睾丸の存在が精嚢の吸収作

用に重要な役割をなしていることは第2編 にお

いて述べたように,去 勢によつて著 しくその吸

収作用が低下することか らも明かであるが・こ

れは精嚢 の吸収機能 が性 ホルモ ンと密接 な関係

にあ ることを物語 るものである.

そ こでわた くしは前編 に引 き続 き各種性 ホル

モ ンが精 嚢の吸収作 用に如 何な る影 響 を及す

ものであ るか とい う点 について,Penicillin,
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Streptomycin,Tetracycline,Chloramp-

henicolの 各抗生剤 を用い る ことによつてその

影響 を倹索 し,精 嚢 の吸収生理 につ いて検討 を

試 みた.

実 験 方 法

実験動物 として体重2kg以 上 の成熟雄 性健

常 家兎 を使 用 し,精 嚢 の吸収 機 能 の観 察は第

1編 に記 載 した方法 に したがい,Penicillin,

Streptomycin,Tetracycline,Chloramp-

henicolの 各 抗生 剤別に夫k各 種 性 ホルモンの

図1No,11男 性 ホ ル モ ソ

の影 響(Pc)

図2No.12男 性 ホル モ ソ

の影 響(Pc)
吻`

図3No,13男 性 ホ ル モy

の 影 響(Pc)

表1男 性ホルモソの影響(Pc)

No.11(2100g)u/cc

No,13(2200g)

＼ 讐 ・・'
1。 3。

U/CC

噌
去 勢 前

去 勢21日 後

T.P.注 射7日 後

T,p.注 射41日 後

T.P.注 射

終 了7日 後

30'

0,72

0.06

0.026

0.031

0.018

1。

0,06

O.02

0.02

0.017

0.017

3。

0.02

0.0145

0。013

○.0145

0.016

5。

5。

O.0145

tr

tr

tr

0.0132

去 勢 前

去 勢21日 後

T,P.注 射7日 後

T.p.注 射14日 後

T.P.注 射

終 了7日 後

No.12(2300g)

0.125

O.04

0.046

0.058

0.044

0,08

0,032

0.032

0.046

0.0392

0.032

O,0145

O.013

0。02

0,02

0。02

tr

tr

0.0145

0.Ol45

u/cc

＼ 鰻 ・・'
1。 3。 5。

去 勢 前(λ094 0,Q71 0.02 0.0145

去 勢21日 後0.031 O,026 O,013 0,Ol2

T.p.注 射7日 後qO31 O.02 tr 0

Tp.注 射14日 後0,031 0.02 0,Ol3 tr

T.P,注 射

終 了7日 後 α026
0.02 O,OI8 0,Ol3

'

影響を検討 した.こ の際薬剤の精嚢注入量及び

抗菌力価は第1・2編 と同一一vaした。 なお同時

に精嚢組織像の変化についても観察した.

実 験 成 績

そ の1男 性 ホ ル モ ン の 影饗

去 勢 後21日 を 経 過 した 家 兎 に 男1性 ホ ル モ ソ即 ち

Enarmonsuspension1.Occ(帝 国臓 器 製1.Occ中

TestosteronePrePionateO.5m9含 有)宛 連 続14目

間 計7mg皮 下 注 射 し,去 勢 前,Testosteronepro-

pionate(以 下T・P・)探 与 前(即 ち 去 蓼21日q .),
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T,P,投 与 開 始7日 後(3.5mg投 与 時),T.P.投 与

終了 日(7エ ㎎ 投 与),T.P.投 与終 了後7日 の前 後5

回に亘 り,同 一家 兎 精 轟 の吸 収 状 況 を比 較観 察 した.

1,Testosteronepropionate投 与 後 のPenicillin

の 吸収状 況(表1及 び図1～3)

T.P,投 与開 始7日 後(3.5mg投 与 時):個 々の家

兎に っい て その 吸 収状 況 をT.p.投 与前 のPenicillin

(以 下Pc.)血 中濃 度を 対 照 と して観 察 す る と,No.

11で はPc.注 入後30分 値 が 梢 々低 下 して い るが,1

時間,3時 間 及 び5時 間値 は 略 々同 一一で あ る.No.12

はPc.注 入30分 後 は 同 値 で あ るが,以 後 次第 にT.p.

投与前 の濃 度 よ り低 下 してい る.No.13で は注 入後

30分 値 は僅 か に高 く,1時 間 は同 値 とな り,3時 間 で

は稽 々低下 してい るが5時 間 値 は 略 々同 じ とな つて お

り,T.p.投 与 前 の 吸収 曲線 と殆 ど有 意 の差 は 見 られ

ない.

T.P.投 与 終 了 日(7mg投 与 時):T.p.投 与 前 及

びT.p。 投 与 開 始7日 後 の 吸 収 状 況 と比 較 す る と,

No.11で はPc.注 入後30分,1時 間 の血 中濃 度 が

T.p,投 与 前 よ り稽 々低 くなつ てい るが,T.p.投 与

開始7日 後 よ りは高 くなつ て お り,3時 間 及 び5時 間

値 はT.p.投 与 前 と同 一 に な つ てい る.No.12は

Pc.注 入後30分 及 び3時 間 値 が 投 与 前 と同一 で あ る

が,注 入後1時 聞 及 び5時 間 値 は 低 くな つ てい る.

No.ユ3で はPc.注 入後30分 よ りT.p.投 与 前 及 び

T.p.投 与 開 始7日 後 の もの よ り良 好 な吸 収 状 態 を呈

してい る.

T.p,投 与終 了後7日:No.11で はPc.注 入後30

205

分 の血 中濃 脇 鞍 然T.P.投 与前 セこ比 し低いが ,1時

間 値 はT.p.投 与終 了 日 と同 じで3時:1 .1]lvtび5時 間 後

に お け るP・ ・ 血 ・膿 度 は,T .P.投 与前,T.P.投

与 終 了 時 よ り も高 くな つ てい る.No.12はPc.注

入 後30分 及 び1時 聞値 は いず れ もT .p.投 与前 よ り低

い が,3時 聞及 び5時 間値 はT 。p,投 与 前,T.p.投

与 時 よ りも高 くな つ てい る.No.13で はT,p.投 与

終 了 日の吸 収 状 態 と略 々同 様 な傾 向を 示 してい るが,

去 勢 前 の 吸 収 作 用 に比 べ る と遙 か に低 い.

以 上個 々の 実験 成績 を概 括 す る と,T.p.投 与開 始

7日 後 のPc.の 精 嚢 か ら血 中 えの 移行 状 態 はT.p.投

与 前 の そ れ よ りも僅 かな が ら低 下 してい るが,T.p.投

与 終 了 日に おい てはT.p.投 与前 の 吸収 曲線 に近 似 ナ

る か,或 い は それ 以 上 の吸 収 作 用が 認 め られ る.T.p.

投 与 終 了後7日 で は 大体T.p.投 与 終 了時 と大 差 な き

状 態 で あ る.

皿.Testosteronepropionate投 与後 のStrepto-

mycinの 吸収 状 況(表2及 び図4～6)

T.p.投 一与開 始7日 後(3.5mg投 与時):No.34

で はStreptomycin(以 下SM.)注 入後30分 及 び1

時 間 の血 中 濃 度がT。p.投 与前 の そ れ よ りやや 高 くな

つ てい るが,3時 間 及 び5時 間値 は反対 に低 くな って

い ろ,No.35はT.p.投 与前 の 吸収 曲線 に近 似 しk

曲線 を示 し てい るが 全 般 に 多 少低 くな つ てい ろ.No.

36で はSM.注 入 後 血 中 え の移 行 は良 好 で,T.p.投

与 前 よ り高 くなつ てい る.

Tp.投 与終 了 日(7mg投 与時):No.34の 吸収

状 態 はT.p.投 与 開始7日 後 の それ よ り高 くは なつ て

図4No.34男 性ホルモγ

の影響(SM)

図5No.35男 性 ホル モ ソ

の 影 響(SM)

%
勉.。、

"

図6No.36男 性 ホル モ ソ

の影 響(SM)
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表2男 性ホルモンの影響(SM)

No.34(2400g)γ/cc

＼ ＼ 壁 型 」 ・。'1
1・ 3。 5。

去 勢 前 5.25 3.37 1.67 0.24

去 勢21日 後 0,308 0,358 0,263 O,192

T.P.注 射7日 後 0,725 O,415 0.18 tr

Tp注 射14日 後 0,725 0,596 0.20 0.18

T.P.注 射

終 了7日 後
0,678 0,415 0,263 0,216

No.35(2400g) γ/cc

＼ 遊 」 到 ・・'11・
3。 5。

去 勢 前 4.25 3.15 2.56 1.39

去 勢21日 後 0,358 0,216 0,132 tr

T.P.注 射7目 後 0,216 0.18 0.11 tr

T.P.注 射14日 後 O,515 0,263 Q.18 tr

T.P.注 射

終 了7日 後
O.63 0.58 0,216 0.18

No.36(2200g) γ/cc

＼ 墜 週 」 ・・'11. 3。 5。

去 勢 前 6.25 3.60 O,785 O,785

去 勢21日 後 0,678 O,460 O.18 tr

T.P.注 射7日 後 ¢725 0.63 0,415 0,132

Tp注 射14日 後 0,678 0,525 O,358 O,216

T.P.注 射

終 了7日 後
0,905 0,482 、0,263 0,216

図7No.53男 性 ホ ル モ ソ

の 影響(Tc)

いるが,T.P.投 与前のSM.血 中濃度より僅かに低

い,No.35はT.P.投 与前及びT,P.投 与開始7

日後の吸収状況よりSM.の 血 中えの移行は艮好であ

る.No.36で はSM.注 入後30分 時の血中濃度ヵ{

T.P.投 与前と同値で,1時 間～5時 間値は夫々高く

なっているが,T。p.投 与開始7日 後の吸収状況に比
●

べると低下 してい る.

T.p.投 与終了後7目No.34に おいてはT.p,

投与前に比 しSM.の 吸収状態は注入後30分 及び1時

間は良好であるが,T.p.投 与終了日のそれには梢々

劣っている.注 入後3時 間及び5時 間の血中濃度は

T.p.投 与前に接近 し,T.p.投 与後 もつ とも高い値

を示 してい る.No.35で はT.p.投 与終了日より更

に全般的にその吸収状態は良好であるが,去 勢前の吸

収に比べると遙かに劣る.No.36で はSM.注 入後

30分 時 の血中濃度がT.p.投 与終了Elの それより高く

な)て いるが,以 後の吸収力は低下している.

以上の成績よりSM,に 対す る精嚢の吸収作用は去

勢21日 後に著 しく低下す るが,こ の時期にT.p.を 連

続投与するとT.p.投 与開始7日 後ではその吸収状況

は去勢21日 後の成績 と余 り変らないが,T.p.投 与終

了目においてはいずれも投与前より吸収の良好なこと

が認められ,T.p.投 与終了後7日 においてもなおそ

の吸収はT.p.投 与前のものより良好であるが,到 底

去勢前の状態には及ぼない.

皿。Testosteronepropionate投 与後のTetra-

cyclineの 吸収状況(表3及 び図7～9)

T。P.投 与開始7日 後(3.5mg投 与時):No ,53

における血中Tetracycline(以 下Tc.)濃 度は,

図8No.54男 性 ホ ル モ ン

の影 響(Tc)

図9No.55男 性 ホ ル モ ソ

の 影 響(Tc)
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表3男 性ホルモソの影響(TC)

No.53(2100g) γ/cc
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興
去 勢 前

去 勢21目 後

T,p.注 射7日 後

工p注 射14日 後

T.P.注 射

終 了7日 後

30'

O.14

0.OlO7

0。Ol2

O.OIO7

Q.0096

1。

0.062

O.0056

0.018

0.OlO7

O.0046

3。

0.032

0.0032

0.0052

0.0025

Q.002

5。

O.006

0.OO28

O.0054

0.0096

○.0038

No.54(2100g) γ/cc

＼ 鰻 ・・'
1。 3。 5。

去 勢 前 α062 0,018 0.0096 0,004

去i勢21日 後0.0107 O.0076 O,OO3 0.OO23

T.p。 注射7日 後0,0096 0.0066 0.0027 O.0023

T。p.温…身寸141ヨ後 α036 O,014 0,006 0.00145

T,P.注 射

終 了7日 後0・006
0,OO5 0.00145 tr

No,55(2300g) γ/cc

＼ 堕 ・・'
1。 3。 5。

去 勢 前0.084 0,044 O.0107 0,OO6

去 勢21日 後O.0107 ○.OO40 O.OO175 0.0014

T.p.注 射7日 後qO40 0.0096 0,002 O.0016

Tp注 射14日 後0.048 0.0107 0,003 O.QO18

T.P.注 射

終 了7日 後 軌0076
0.0027 0。∞14 0.0012

を

ρ

図10No.68男 性 ホルモy

の影響(CM)

皇 勢 ア
卜一一一→」留～円俗
●一一・曹9,-rp翻 ワo加

レ,r_一 …"ノ ■qtS

幽囲 冒r-・..・ ・ 凋げ伽 勘

.t:=一 ・L…-ti-一 一一・ う 姦;三 …?ρ

rノ＼ 一_ノ

照'♂ θ グ

T.p.投 与前 こ比 しTc.注 入後30分 時 よ り高 くな つ

てい るが 去 勢 前 の吸 収 状 況 に は及 ば ない.No.54で

は ご く僅 少 な が らT.P.投 与 前 のTc、 の血 中移 行状

態 よ り全 般 に そ の低下 が見 られ るが,No.55で は

No.53の よ うにT.p.投 与前 よ り血 中Tc,濃 度が

高 く よ く吸 収 され てい る.

T.p.投 与 終 了 日(7mg投 与 時):No.53めTc,

注 入後30分 の 血 中 濃 度 はT.p.投 与前 と同 じで ある

が,1時 間 及 び3時 闘後 のTc.濃 度 はT.p.投 与 開

始7日 後 よ り低 くな つ てい るがT.p.投 与 前 の それ よ

りは高 い 濃 度 を示 し,5時 間 後 に おい ては去 勢 前 の

T.c.濃 度 よ り高 くな)て い る.No.54に おい ては

T.p.投 与前 に比 較 しTc.注 入後3G分,1時 間,3

時 間 共 に高 く,5時 間値 が 梢 々劣 つ て い る。No.55で

はT.p.投 与開 始7日 後 よ り更 に全 般 的 に 良好 な吸 収

状 態 が認 め られ る.

T.p.投 与 終 了後7日:No.53に おい てTc.注 入

後5時 間値 がT.p.投 与 前 の血 中濃 度 よ り高 い 値 を示

してい るが,全 体 的 に 各実 験 洌 ともにT.p.投 与前 の

吸 収 状 態 をこ比較 し同 じ よ うに その 低下 が 認 め られ ろ.

以 上 の 成績 を要 約 す る とT.p.投 与開 始7日 後 及 び

T.p,投 与 終 了 日では,Tc.の 精 嚢 か らの 吸収 作 用 は

去 勢21日 後 に お け る状 態 よ り低 下 す る こ とな く,却 つ

て そ 繊 上 の吸 収 作 用が 認 め られ,T・P・ 投 与終 了後

7日 に おい ては 去勢21日 後 の 吸収 状 況 よ り更 に 低下 の

傾 向 が 見 られ た.

rV.T。 、t。。t…n・p・ ・pi・nat・投 与後 のChlo「am-

ph。i,。1の 卿 状 況 俵4・ 及 び図 ・C～12)

T.P。 投 与 開 始7畷(3,5皿 ・ 櫛 時)・No・68で

はT.P.投 与前 のChloramphenicol(以 下CM.)の

血 版 の 移 行状 況 と比 較 す る と・全 般 に きわ め て よ く

卿 詠 てお り法 蜘 の卿 状 解 殆 ど薇 し舳

線 赫 してい る.N・.69で も同 徽 傾 向槻 窃 ら

図11No.69男 性 ホ ル モ ン

の 影 響(CM)

・寿 瞬 研
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図12 No.70男 性 ホル モ ソ

の影 響(CM)
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表4男 性ホルモγの影響(CM)

No。68(22009)γ/cc

＼ ミ 壁 ・・'1。305。80 10。12。

去 勢 前

去 勢21日 後

T.P.注 射7日 後

T.P.注 射14日 後

丁.P.注 射

終 了 川 後ra2

2.1

1.8

2.1

2.4

2.15

2.08

1.46

2.15

2.35

2.15

2.4

1.2

2.3

2.2

2.35

L。

1.36

2.2

2.l

l
2,082.21

1.8

1.6

2.0

2.35

No.69(23009) γ/cc

＼
去 勢 前

去 勢21日 後

T.P.注 身士7日後

T.p.注 射14日 後

T.P.注 射

終 了7日 後

30ノ 10

2・112・15

2.08i2,1

2.1

2.08

2.2

2.08

2.3

2.15

3。

1.8

1。65

2.08

1.65

1,94

5。 8。

2.1512.15
2.08

2.0

2.15

2.0

2.15

2.3

2.15

2.08

10。

2.08

1.8

2.35

2.2

2.3

12。

1.9

1.8

2。15

2.08

2,0

No.70(2200g) u/cc噌 30'1。3。 5。8。 10。 12。

去 勢 前 2.3 2.35 a、la3 。15L1L。8

去i勢21日 後 2.0 2.1 2.2 2.08 L751.8
「
1.65

T.P.注 射7日 後 2.2 2.15 2.O 2.1 2.2 2.25 2.08

T,P.注 射14日 後 2.15 2.08 2.2 2.3 2.35 之。8L。

T.P.注 射

終 了7El後
2.3 2.2 2.15 2.2

1
2.3
1
a。L2
1

図13No.14性 腺 刺 戟 上 位

ホ ル モyの 影 響(Pc.)
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れるが,T.P.投 与前 と去勢前の吸収状況に判然とし

た低下の様相が認められず,従 つてT.p.投 与後にお

ける吸収作用にも有意の差が認められない.No,70の

T.P.投 与前の血中CM。 濃度はCM.注 入後3時 間値

が去勢前 と同 じである以外に全体に低下 しているボ,

この場合CM,注 入後3時 聞の血中濃度が低いが他の

時間における吸収濃度は高 くなつてい る.

T.p.投 与終了日(7mg投 与時):No.68はT.p.

投 与開始7日 後の吸収状態 と同じようにT.p.投 与前

に比べてよく吸収されている.No.69で はCM.注

入後8時 間までの血中濃度はT.p.投 与前 と大差ない

が,10時 間及び12時 間値において梢々高濃度に認めら

れる.No.70で はCM.注 入後3時 聞までの血申濃

度はT.p.投 与前 と有意の差が見られなかつたが,そ

の後における吸収は梢 々良好 となつている.

T.p.投 与終了後7日:No。68に おける吸収作用は

T.p.投 与開始7日 後 とT.p.投 与終了日との申間型

の様相を呈 してい る.No.69で も同じような傾向が

認められた.No.70で はCM.注 入後30分 及び1時

間の血中濃度値はT.p.投 与終了日より全般に高い

が,3時 間,5時 間及び8時 間後はT.p.投 与開始7

日後 とT.p.投 与終了日との中間値を示している.

以 上CM.の 精嚢よりの吸収状態はPc.SM,Tc,

のそれと比較して大いに趣が異つていることは既に述

べたところであるが,T.p.投 与後における吸収状況

の観察に当つても同 じ傾向が認められた.T.p.投 与

開始7日 後及びT.p.投 与終了日において精嚢に注入

されたCM.の 血 中えの移行は,T.p,投 与前よりよ

く吸収 されている.T.p.投 与終了後7日 の吸収曲線

はT.p,投 与終了日とT.p.投 与開始7目 後の中間位

に認められた.

図14No.15性 腺 刺 戟 上位

ホ ル モ ンの 影 響(Pc.)
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表5性 腺刺戟上位ホルモソの影響(Pc)

No.14(23009)u/cc

No.20(2300g)

209

ζ型!」 ・・d 1. 3。

u/cc

5。

去 勢 前 O,094 0,051 0,Q26 tr

去 勢21日 後 0,051 0,031 0.0145 tr

プ.注 射7日 後 0,026 0,024 0.0145 tr

プ,注 射14日 後 O,026 O.0145 O.0145 tr

ブ.注 射

終 了7日 後
O.02 O.02 0,Ol7 0,013

望
去 勢 前

去 勢21目 後

プ.注 射7日 後

プ。 注 射14日 後

プ.注 射

終 了7日 後

30'

0.095

O.045

0.032

0.028

O.023

1。

0.06

O.032

0。023

O.017

0.018

3。

O.024

0.022

0.016

0.015

0。015

5。

0.0145

0.013

O.01

0.013

0.013

No.15(25②Og) u/cc

＼ 遊避]・ ・'巨.け
5。

去 勢 前

去 勢21目 後

プ.注 射7日 後

プ.注 射14日 後

プ.注 射

終 了7目 後

0.21

O.026

O.038

O.031

0.026

0.047

0。022

0.02

O.02

0.02

0.024

O.Ol45

0.Ol45

0.0145

O.016

0.0145

O。Ol2

0.013

0.Ol3

0.0145

その2性 腺刺戟上位ホルモンの影響

去勢後21日 を経過した家兎に脳下垂体前葉ホルモソ

即ちプレホルモy(以 下プ)1日50家 兎単位連続14日

間計700家兎単位皮下注射し,精 嚢の吸収機能検査は

去勢前,プ.投 与前(即 ち去勢21日 後),プ 投与開

始7日 後,プ.投 与終了日,プ 投与終了後7日 に夫

々同一家兎について実験観察 した.

1・ プレホルモソ投与後のPeniciIlinの 吸収状況

図16No.37性 腺刺戟上位

ホルモyの 影響(S.M)
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(表5及 び図13～15)

プ.投 与開始7日 後(計350家 兎単位投与時):No.

14に おけるPc.の 血 中えの移行状況はPc,精 嚢内

注入後30分 及び1時 間の血中濃度はプ.投 与前に比べ

低下してい るが,3時 間及び5時 間値は同 じとなつて

いる.No.15で は注入後30分 時のPc.濃 度がプ.投

与前より梢 々高 くなつているが1時 間以後は低くなつ

ている.No.16で はプ.投 与前よりPc.血 中濃度は

いずれも低下して認められた.

プ.投 与終了日(計700家 兎単位投与時):No.14で

は プ 投与開始7日 後における吸収状態 と殆 ど変らな

い吸収である.No.15で もPc.注 入30分後 の血中濃

度がプ 投与 開始7日 後のものより低くなつている

が,そ の後におけるPc.濃 度は前者 と同じである.

No.20で は プ.投 与開始7日 後 よりは全般に稽々低

下 した吸収状況である.

プ.投 与終了後7日:No,14に おけるPc。 の吸

収状況はプ,投 与前 よりは低下しているが,Pc,注 入

後1時 間,3時 間,5時 間の吸収濃度がプ.投 与終了

図17No.38性 腺刺戟上位

ホルモソの影響(S.M)

図18No.41性 腺刺 戟 上位

ホ ル モ ソの影 響(S.M)
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表6性 腺刺戟上位ホルモyの 影響(S.M)

No.37(22009)γ/cc

門
去 勢 ・前

去i勢21日 後

プ 注射7日 後

プ.注 射14目 後

ブ.注 射

終 了7日 後

30' 1D

4,01

3。

4.15

0.18

O.14

O.18

0.21

0.132

O.11

0.19

1.24

1.46

tr

0,11

0.132

0.11

5。

1.25

tr

tr

tr

tr

No.38(2200g) γ/cc

＼ 時 間＼

＼30'
10 3。 5。

去 勢 前 6.25 1.75 1.53 1.32

去 勢21日 後 0.19 0.13 tr tr

プ.注 射7日 後 0.28 0.18 0.18 tr

プ。 注射14日 後 O.18 0.13 O.11 tr

プ.注 射

終 了7日 後
tr 0.18 O.13 0.13

No.41(2300g) γ/cc

＼ 遊週 ・・'

去 勢 前

去 勢21日 後

プ.注 射7「 日後

プ.注 射14日 後

プ,注 射

終 了7日 後

5.2Q

O.30

O

Q.38

0.41

1。

2.88

O.35

tr

0.35

O.30

3。

1.49

0.26

O.18

O.26

tr

5。

1.39

O.19

O.19

0.18

O

日の吸収 より高くなつている.No.15で はプ 投与

終了日と大同小異の状態である.No.20も プ 投与

終了日の吸収曲線に略々一致した所見を呈 してい る,

以上性腺刺戟上位ホルモソ剤の投与によつてPc.の

精嚢における吸収作用は,プ 投与前即ち去勢21日 後

の吸収状況に比較 し,プ 投与7日 後及びプ.投 与終

了日においてもプ 投与前或いはそれ以上の吸収状態

に認められなかつたが,明 かな吸収作用の低下 も見ら

れなかつた,

皿.プ レポルモソ投与後フ)Streptomycinの 吸収

状況(表6及 び図16～18)

プ,投 与開始7日 後(計350家 兎単位投与時):No.

37に おけるSM.の ∫血巾えの移行はプ 投与前に比べ

精嚢内注入後30分 及び1時 閥の」飼1SM.濃 度はやや

低いが,3時 間においてtr.よ りo.11γ/ccのSM.

が血申に認められた.No.38で はブ.投 与前におけ

るSM.の 吸収より全般に良好である,No.4⊥ では

SM.注 入後1時 間まで血中に認め られず・3時 間後

にはじめて認められ著しく不良な吸収状態であった.

プ 投与終了目(計700家 兎単位投与時):No,37で

は プ 投与開始7日 後における吸収状況 と同じく血申

SM.濃 度がプ.投 与前より高 くなつている.No.38

では プ.投 与前の吸収状態 と略々等 しいが,注 入後3

時間のSM.濃 度が稽 々高い.No.41に おいては

SM.注 入30分 時血中濃度が ブ.投 与前 よりやや高い

値を示 しているが,以 下同 型の吸収曲線を描いてい

る.

プ 投与終了後7日:No.37は プ 投与前よりも

稻々良好な吸収が認められ,従 つてプ,投 与開始7目

後及びプ 投与終了日よりも高い血申濃度が認められ

た.No.38で はSM.注 入後30分 時には血申に痕跡

的に認めたが1時 間以後においてはプ 投与前よりも

良好な吸収状態である.No.41はSM.注 入30分後

及び1時 間の血中濃度がブ.投 与前 よりも高度に認め

られたが,3時 間,5時 間後には痕跡的か全く認めら

れなかつた.

以上プ 投与によつてSM,の 精嚢内吸収はプ.投

与前即ち去勢21日 後におけるSM.の 血 中濃度に比較

してプ.投 与開始7日 後及びプ 投与終了日において

僅かながら部分的に稽々高い濃度を示しているが,そ

の吸収状態は多少不安定な様相を呈 している.

皿.プL!ホ ル モソ投与後のTetracyclineの 吸収状

況(表7及 び図19～21)

プ,投 与開始7目 後(計350家 兎単位投与時)=No.

56に おけるTc.の 精嚢内吸収はTc.注 入後30分 の血

中濃度がプ.投 与前のそれより低いが1時 間以後は同

一濃度を示 している.No.田 ではTc.の 血中えの

移行はプ 投与前 より30分 及び1時 間値が稽々低下し

てい るが,3時 間及び5時 間では反対に高くなつてい

るのが認められた.No.58は 平均 してプ.投 与前と

略々一致 した吸収状態である.

プ.投 与終了目,(計700家 兎単位投与時)=No.57

はプ.投 与開始7日 後の吸収より更に僅か に低 下 し

ており,従 つてブ.投 与前 よりも低 くなつている,

No.57で もプ.投 与開始7日 後におけるTc.血 中

濃度曲線 より低 くなつてい るが,Tc.注 入後3時 間及

び5時 問の濃度値が プ 投与前のそれ と同じである.

No.58で もやはりごく僅かながら吸収力は低下して

い る.

プ 投与終了後7日:No.56,No.57,No.58と



図19No,56性 腺刺戟上位

ホルモソの影響(T.c)
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図20No.57性 腺刺 戟 上 位

ホ ル モ ソの 影響(T.c)

表7性 腺刺戟上位ホルモyの 影響(T.c)

No.56(2100g)γ/cc
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図21No.58性 腺 刺戟 上 位

ホ ルモyの 影 響(T .c)

No.58(2300g) γ/cc

＼＼闇
・・' 1。 3。 5。 ＼

去 勢 前

去 勢21日 後

プ.注 射7日 後

プ.醐14日 後

プ,注 射

終 了7日 後

0.032

0.0107

0.∞85

O、0066

0.OO64

O.qρ6

0.003

O.∞3

0.0027

0,0028

0.003

O.002

0。∞2

O.OO18

Q.002

O.OO175

0.OOI45

0.OQ145

0.0014

O.00152

去 勢 前

去 勢21日 後

プ,注 射7日 後

プ.注 射14日 後

プ。 注 射

終 了7日 後

30'

O.072

O.036

0.036

O.034

0.032

1D

0.052

O.0107

O.012

O.OIO7

0,096

3。

0.006

O.005

O.004

O.004

0,0036

5。

0.00175

0.OO16

O.OO18

0.00175

O.OO175

No.57(21009) γ/cc

＼ 期
・・' 1。 3。 5。

去 勢 前

去 勢21目 後

プ.注 射7日 後

プ.注 射14日 後

ブ.注 射

終 了7日 後

0.062

0.04

O.036

0.034

O.032

O.032

0.OIO7

O.∞96

0.∞78

O.009

0.∞6

0.OO2

O.0022

0.OQ2

O.0022

0.∞27

0.OO175

Q.0018

0.00175

0.0018

もに全般的にプ.投 与前の吸収状況よりやや低下の傾

向が認められるが,プ 投与前の吸収曲線に大同小異

の所見である.

以上去勢21日 後において性腺刺戟上位ホルモソ剤を

連続投与した際,精 嚢Tc.に 対する吸収作用はプ

投与前のそれに比較 してプ,投 与7日 後,プ.投 与終

了時及びプ 投与終了後7日 のいずれの場合も個々の

血中Tc.濃 度値は稽々低 くなつているが,吸 収曲線に

おいては殆ど有意の差の認められない範囲内である.

lV.プ レホルモソ投与後のChIoramphenico1の

吸収状況(表8及 び図22～24)

プ、投与開始7目 後(計350家 兎単位投与時):No,

71で はCM.の 血 中えの移行がプ 投与前に比較し

全般にそのCM.濃 度が高 く現われている.No.72で

も前者と同 じように血中CM.濃 度がプ.投 与前より

も高 くなつている.No,73も やはり同じ傾向が認め

られ,か つCM.注 入後3～8時 間の血中濃度値が去

勢前 より一時的に高 くなつている.　
プ.投 与終了日(計700家 兎単位投与時):No.71で

はプ.投 与開始7日 後の吸収 と略々同じ曲線でブ 投

与前よりは梢々高い.No.72の 吸収状態はプ.投 与

開始7日 後のそれ と比較 すると注入後1時 聞における

血申濃度が低下 して認められたが,そ の他においては

高 くなつている.No.73で はCM,注 入後3～8時

聞の血中えの吸収濃度が稻々プ.投 与開始7日 後のそ

れより低いがその他は高い値を示している。

プ 投与終了後7日:No.71で はプ.投 与開始7

日後及びプ 投与終了日の両者の吸収曲線の間を大体
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図22No,71性 腺刺戟上位

ホルモγの影響(CM)
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図23No。72性 腺刺戟上位

ホルモンの影響(CM)
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●一一一 一1"21ets

表8性 腺刺戟上位ホルモンの影響(CM)

No.71(22009)γ/cc

図24No.73性 腺刺戟上位

ホルモソの影響(CM)
一 豪呼η
一tPtsts

潮
去 勢 前

去 勢21日 後

プ 注射7日 後

プ・ 注射14日 後

プ.注 射 終 了

7日 後

30'

2.25

1.65

2.0

2.1

2.15

1。

2。3

1.8

2.1

2.08

2.08

3。

2.15

1.8

2.15

5。

2.08

2.1

2.6

1,6

2.08

2.1

2.15

8。10。

2。082.1

1.61.6

2.082,1

2,22.3

2.152.15

12。

2.0

1.65

2.O

3.08

2.1

No.72(21009) γ/cc

上下した吸収が認められ るが,一 時的に去勢前よりも

高いCM.濃 度の認められたこともある.No.72で

は プ 投与開始7目 とプ,投 与終了日とのCM吸 収

状態の範囲内の吸収を認めた.No.73に おいても前

二者 と同じ傾向の吸収が認められた.

以上CM.の 精獲から血中えの移行は非常に特異的

であるが,プ 投与後における吸収作用は不安定で

プ 投与7目 後より,プ.投 与前即ち去勢21目後にお

ける吸収状態 より良好に認められたり,或 いは一時的

に低いCM.濃 度が見受けられたりして,同 じような

傾向がプ.投 与終了日,プ.投 与終了後7日 において

も認められた.

＼ 墜 間 ・・'1・3・1・ ・8・
1・e12e

＼

去 勢 前 2.3 2.2 2.1 2.08 1.94 1.8 2.08

去 勢21日 後 1.6 1.65 L65 1.8 1.8 1.7 1.7

プ.注 射7日 後 2.1 2.3 2.08 2.08 1.73 2.1 1.8

プ.注 射14日 後 2.1 2.08 2.1 2.1 2.15 2.75 2.3

プ.注 射 終 了
7日 後

2.15 2.2 2.08 2.1 2.1 2.2 2.08

No.73(23009)' γ/cc

＼
去 勢 前

去 勢21日 後

プ.注 射7日 後

プ.注 射14日 後

プ.注 射 終 了

7日 後

30'

2.35

1。65

2,08

3.08

2.]

1。

2.5

2.08

2,08

2.08

2.15

3。

2。25

1.82

2.3

2.Q

2.08

50

2.2

1.65

2.42

2。1

2.08

80

1.9

1.7

2.6

2.08

2.1

10。

2.08

1.65

2.08

2.2

2。15

12。

2.O

1.6

1.8

2.08

2。08

その3女 性ホルモンの影響

女性ホルモyと して合成 発 情ホルモソ製剤Suron

(1.Occ申 合成i発情ホルモy500000単 位25皿g含

有)を0.2cc(5mg)毎 日連続14日 間末処置の成熟

雄性健常家兎に皮下注射 し,Suron(以 下 ス.)投 与

前,ス.投 与開始7日 後(計35皿g投 与時),ス.

投 与終了日(計70mg投 与 時),ス.投 与終了後7日

に夫 々同一家兎精嚢の吸収状況を検索 しその変動を観

察 した.

1ス ロソ投与後のPenicillinの 吸収状況(表9

及び図25～27)

ス.投 与開始7目 後(計35mg投 与時)=No.21に

おけ・るPc.の 血 中えの移行はPc.注 入後30分,1時

間,3時 間が正 常 時より稽 々低下して認められた.

No.22で はPc.注 入後30分,1時 間の血中濃度が正

常時より高度に認められたが3時 間,5時 聞では低下

している。No.23で は全股に正常状態より低下した

吸収作用を呈 している.

ス.投 与終了El(計70mg投 与時):No.21で は



図25掴o.21女 性 ホ ノtモy

の影 響(Pc.)
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図26No.22女 性 ホ ル モ ソ

の影 響(Pc.)

表9女 性ホルモンの影響(Pc.)

No.21(2200g)

πqh頻 揃

●一一一一 一一一'nerkbl7BtS

6-一 一 一一arkstS"]71」6

u/cc
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図27N・.23女 性 ホル モ ソ

の 影響(Pc.)

1e

幽'

＼ 騨
.3・'

1。 3。 5。

注 射 前0.21 Q.08 0,032 0.0145

注射開 始7日0,18 0.06 0,020 0.0145

注 射 開 始14日O.071 0,047 0,Q18 0,Ol3

注射終了後1W
注 射開 始2咽qo6

O,052 0,Ol3 tL

1

No,22(2400g) u/cc

＼ 時 聞3。,＼
＼」

注 射 前

注射 開始7日

注射開 始14日

注射終了後1W
注射開 始21日

0.42

1.05

O.32

0.13

Io

Q.052

0.Q84

O。095

0。071

3。

0.020

0.017

0.0145

0.013

5。

O.Ol45

0.Q15

O,03

tr.

No.23(2200g) u/cc

＼
注 射 前

注射開 始7日

注射 開 始14日

注射終了後IW
注射 開始21日

30'

0.23

0.008

O.13

0.工35

1。

0.080

O.031

0.037

O.02

3。

O.0145

tr.

O.013

0.012

5。

tr.

tr.

tr.

tr.

ス.投 与開始7日 後 よりも全般に吸収力の低下が見ら

れ る.No.22で はPc.注 入後1時 間及び5時 間の血

中Pc.濃 度が正常時よりも高い値を示し,吸 収の不安

定なことが認められる.No.23は 正常時よりその吸

収状況は低下しているが,ス.投 与開始7目 後のそれ

より梢々高いPc.濃 度を呈している.

ス.投 与終了7目 後:No.21で は ス.投 与後階段

的に吸収状況の低下が認められる.No.22で は概し

て正常時よりその吸収が低下 しているが,Pc.注 入後

1時 間値は正常より高い濃度となつている.No.23で

は正常時のPc.血 中濃度より一様に低下している.

以上例外的に多少の変動が認められるが,ス.投 与

によつて精獲のPc.に 対 する吸収作用は入 投与7

日後に既に低下の傾向が認められ,ス.投 与終了時に

は明かに吸収力の低下を認めることが出来る.ス.投

与を中止 しても吸収作用は容易に恢復がみられないよ

うである.

ll.ス ロソ投字後のStreptoエnycinの 吸収状況(表

10及 び図28～30)

ス.投 与開始7日 後(計35mg投 与時):No.42に

おけるSM.血 中濃度は正常時に比較し一様にその低

下が認められ吸収力の低下が5か がわれる.No.43,

No,46も 同様にSM.の 精嚢からの吸収作用は低下

している,

ス.投 与終了目(計70mg投 与時):No.42で は

ス.投 与開始7日 後 よりも更にその吸収作用が低下し

ている.No.43で も同様であるが,SM.注 入5時 間

後の血中濃度は正常時よりは低いがス.投 与開始7日

後のそれ より梢々高くなつている.No.46はNo.42

と同 じく階段的にその低下が認められる.
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図28No.42女 性 ホ ル モ ソ

の影 響(S.M)
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図29No,43女 性 ホ ル モ ソ

の影 響(S.M)

図30No.46女 性 ホノ1モソ

の影 響(S.M)

表10女 性永ルモソの影響(S.M)

No.42(2500g) γ/cc

＼＼ 鯛
・・' 1。 3。 5。

注 射 前

x.注 射7日 後

ス.注 射14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

4.48

1.24

0.329

O.108

2.86

1.034

O.339

O.16

2.30

0.714

0.299

0.12

1.4

O.415

0.17

tr.

No.43(230Pg) γ/cc

＼ 鮒 ・・'

注 射 前

ス.注 射7目 後

ス.注 射14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

4.8

0.74

O.442

O.216

1。

2.95

O.678

0.415

O.132

3。

2.35

O.308

O,318

tr.

5。

1.5

tr.

0。18

O

ス.投 与終了後7目=全 例において正常時の吸収状

態より著しく低下している,No.42,No.46で はSM.

注入後の血中えの移行がやや遅れ,注 入後30分 より1

時間の方がSM.濃 度が高 くなつている.

以上ス.投 与開始7日 後において既にSM.の 精嚢

からの吸収は正常時の血申えの移行状態より低下して

いるが,ス.投 与終了目では更に低下する,ス.投 与「

終了後においても吸収作用の低下は認められる,

皿.ス ロソ投与後のTetracyclineの 吸収状況(表

11及 び図31～33)

ス.投 与開始7目 後(計35mg投 与時)=Ne。59

におけるTc.の 血中えの移行状態はTc.注 入後30労

は正常時 と同じであるが,1時 間以後は梢々低下して

いる.No.60で はTc.注 入後30分 ～3時 間は正常L

時の吸収血中濃度より低 くなつてい るが5時 間におい

て僅かに高い値となっている.No61で はTc.注 入

後30分 友び5時 間の血中Tc.濃 度が正常時 と同じで,

注入後1時 間及び3時 間値は梢 々高くなつている、

ス.投 与終了日(計70mg投 与時)=No,59の

No,46(2300g) γ/cc

衷11女 性 ホ ル モyの 影 響(T.C)

No.59(2300g)γ/.ec

＼
注 射 前

ス.注 射7日 後

ス.泊 三身士14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

30'

4.17

1.75

0.216

tr.

1。

2.77

1.39

0.263

O.18

3。

2.35

1.12

0,241

0.132

5。

＼ ＼ 鯛
・・'

1.5

0.683

0.18

0

注 射 前

ス.注 射7目 後

ス.注 射14目 後

六.注 射 終 了

7日 後

O.14

0.14

O.107

0.09

10 30 5。

0.062

0.052

O.052

0.050

0.032

0.∞6

0.∞46

O.0030

O.OO6

O.OO4

0.003

O.0018
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γ/㏄ No.61(2400g)

215

γ/cc

＼ 塑 ・・'
1。 3。 5。

注 射 前0.122 0,062
匿

O.QO76 0,004

ス.注 射7日 後0.102 0.Q4 0.0107 O.∞6

ス.注 射14日 後O.09 0,058 O,006 0.0022

ス・ 注 射 終 了0
.0787日後 0,058 0,006 0.OQ27

1

＼ 騨 ・・'

注 射 前

ス.注 射7日 後

ス.注 射14El後

ス.注 射 終 了

7日 後

0.072

O.072

0.062

0.032

1。

0.032

O.052

O.024

0.OO96

3。 5。

Q.00500.003

O.0180.003

0.00460.0027

0.0020.0018

図31No.59女 性 ホル モ ソ

の影 響(T.c)

図32No.60女 性 ホル モ ン

の影 響(T.c)

瑚.==謙

凝

切

卿'

Tc.1血 中濃度は正常時の吸収に比較し明かにその低下

が認められる.No.60,No.61で も同Cよ うに一様

に吸収力の低下してい るのが認められる.

ス.投 与終了後7日:No.59のTc.注 入後1時 間

におゆる血中濃度はス.投 与中と大 した差異は見られ

ないが,全 体的にス.投 与終了日より更に吸収力は低

下している.No.60に おいても正常時の吸収状態 と

勿

鈎

図34No.74女 性 ホル モ ソ

の影 響(C.M)
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図33No.61女 性 永ル モ ソ

の影 響(T.c)
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比較すれば明かにその低下が見られるが,ス.投 与終

了日の吸収曲線に略々一一致した状態である.No.61で

も同様に吸収力の低下が著明に認められる.

以上ス.投 与開始7日 後では精嚢のTc.に 対する

吸収状態は正常時より低下の傾向が見られるが,一 部

に不安定な吸収を示 したものがある.ス.投 与終了目

では一様に吸収作用は衰え,ス.投 与終了後7日 では

β'〃2'

図35No.75女 性 ホル モ ソ

の影 響(C.M)
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図36No.76女 性 ホ ルモ ソ

の影 響(C.M)
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表12女 性 ホ ル モ ソの 影響(C,M)ス.・ 投 与終 了後7日=No・74で は 全 股 に そ の 吸収

No.74(23009)γ/cc作 用 は 低 下 して い るが ・CM・ 注 入 後30分 及 び12時 間

＼ 時 間3。,＼

注 射 前

ス.注 射7日 後

界.注 射14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

2.15

2.3

1.8

2。35

1。

2.35

2.2

2.0

2.08

3。

2.1

2.O

5。

2.1

2.15

.,」.2

、.1」.1

'

8。

2,08

2.1

2.0

2.08

10。12。

2.01.8

2,081.8

2.Ol.9

2,02.08

No.75(2200g) γ/cc

における血中濃度が正常時より高 くなつている.No.

75で もCM.注 入後30分,1時 間,12時 間のCM.濃

度が高い.No.76は 一 様に吸収は衰 えているが注入

後12時 間値が高くなつている.

以 上ス.投 午開始7目 後では9M.の 精藝ρ・らQ.吸

収は正常時 と比較 して一律にその低下は認晦られない

がス.投 与終了日では全般にその低下の傾向炉見られ

たが,ス.投 与終了後7日 では非常に木安定な吸収状

態 として認められる.

＼期

注 射 前

ス.注 射7日 後

ス.注 射14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

30'

2.3

2.6

2.08

3.2

1。

2.35

2.3

2.08

.8

3。 5。

2.、1,.75

2.2

2.3

1。9

2.15

2.2

1.9

8。

2.5

2.3

2.1

2.08

10。

2.6

2.2

2.08

2.0

12。

2.3

2.2

2.08

2。8

No.76(21009) γ/cc

組織学的検査成績

上述の吸収機能の検査 と同時に,各種性ホルモソ投与

後における精嚢並びに睾丸(但 し女性永ルモソ投与の

場合のみ)の 変化を組織学的険索 した.

1.男 性 ホルモン投与の場合

T.p.投 与開始7El後1こ おける組織所見は,去 勢21

日後 の精嚢像に比較 し(写 真1及 び2)高 度に縮少を

示した腺管腔は著明に拡張 し,上 皮細胞は核及び胞体

の構造が明瞭 とな りその配列 も略々規則正 しく,他 方

＼ ＼ 時 間

＼
注 射 前

ス.注 射7日 後

ス.注 射14日 後

ス.注 射 終 了

7日 後

30'

3.0

2,08

1.9

2.75

1。

2.5

2.9

1.9

2.1

3。

2.3

2.21

1.94

2.15

5。 80

2.42

2。15

3.0

2.08

「
12.3

2.6

2.15

2.0

10。

2.15

2.08

2.1

1.94

12。

2.08

2.08

2.08

3.0

更に低一ドしている.

IV.ス ロン投与後のChloramphenicolの 吸収状況

(表12及 び図34～36)

ズ.投 与開始7日 後(計35mg投 与時):No.74

におけるCM.の 血 中えの移行はCM.注 入後30分 ～

3時 間は正常時より低いが,5時 間～12時 間は正常時

と同 じか或いは高い肢収を示 している.No,75で は

注入3G分 後が正常に比べ高いがそれ以後において低下

している.No.76で はCM.注 入30分 後,3時 間後,

8時 間後の血中濃度が正常時のそれ より低 くなつてい

るがその他において高 くなつている。

ス.投 与終了日(計70mg投 与時):No.74で は

全般的にス.投 孚開始7日 後の血申CM.濃 魔 こ比較

しその低下が認められる,No.75は 正常に比べその

吸収状態は低下 している.No.76も 大体前=二者 と同

様の傾向がみられるが,CM.注 入後5時 間時の血中

濃度が正常時 より梢々高くなつている.

写真1

慧 糀 、・ 嘆
げ も

」'
、 ・築
ダ あ

ぐ

鍵総
去勢21日 後 精嚢

写真2

越

矯

り参

驚

毒

灘 一
丁.p.投 与開始7日 後 精嚢

鰭

s"sal
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増殖レていた間質筋層は明かに萎縮し全般に著しい複

・元が認められた.T.P.投 与終了時には略々正常組織

所見と判別し難い迄に完全な恢復現象が認められた・

(写真3)

写真3
へ π

届瞬 ・掌ギ∴
奮碧 」

瀞%誰
㌢ 劉

饗.。.

絹
陶
影
認瀧 複

T.p.投 与終 了 後7日

鷺
精獲

繍
2,性 腺刺戟上位ホルモン投与の場合

ゲ.投 与終了後7日 において観察 した精嚢組織所見
'は第2編 こ記 威した去勢21日 後:こお

!ナる萎縮,退 化像

がきわめて高度に認められた.(写 真4)

写真4

鱗 蓮諾ll
特謬難 ～;1
ド・・.績 ゼ 棚 労羅

簾藩
藁欝 貸、
》《欝 ・

.
梅㌦ 、

溝 暫'.
ち
ヨ

プ 投与終了後7日 精糞

写真5

竪 ∫ ∵ ㌢/レ
ケ 倉 「 β4レ

■VtJ財 「if.'
ず き ゴド ぐ

㍉ ～!4
ダゆ ル れ

.・ ガ く炉 炉 〆rPノ ㌧
吻 『.劇`亀 チ ク

'ぞ,、 ゲ 諺 ・'幽

1ξ1∴∴ ∴
オ ぢ げ ジ

1「tr・∴ ∵ ち 潅

～。で`㌧三・〆 が
t噸,
亨専

む ゆ ノむ う
り ぢ喚
璃
、・ 肉%

曳 判

ス,投 与終了後7日 精嚢
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3.'女 性 ホルモン投与の場合

1)精 嚢像はス.投 与終了後7日 において腺管腔ば

梢 々縮少し,上 皮細胞に僅かな萎縮が認められ,細 胞

の配列が多少不規則となり,他 方間質筋層の肥大も僅

かなが ら認められ全体的に萎縮像を呈している.(写

真5)

2)ス.投 与終了後7日 における睾丸組織豫は精紐

管は僅かに縮少し,精 細胞は萎縮し薄層疎な配列を認

め,そ の発育が璋碍された像を5か がわしめる所見を

呈している,基 底膜は厘かに肥厚 し,間 質細胞は梢々

縮少している.他 力結合織の増殖がごく軽度に認めら

れる.(写 真7).

写真6

1響冥
診欝麟 講1

正 常 睾 丸

銀 一;潟 ゐ・下疑 通 写 貞7-一 ・・1毎禄 レ ー 一

鷺 ∴きご騰 編険 唾
の ヤ し

∵ ▽窯 碧 蔑 肇
瓢∴ ∵ ㍍ 緯 ・ 鵡 〃一ジ/

雛 禽欝
ス,投 与終了後7日 睾丸

総 括

去勢によつて精嚢の吸収作用が著しく低下す

ることは睾丸性androgenの 欠乏がその成因

をなしているであろうことが容易に考えられ,

従つて男性ホルモンの投与を行えば当然この衰

えた吸収作用が或 る程度恢復することが予想さ

れる.更 に生殖腺の分泌活動が自働的のもので
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な く,他 の内分 泌腺 と同様上位 中枢 であ る下垂

体 か らの支配 を受け,そ の分泌 す る性腺刺戟 ホ

ルモ ンの作 用の裡 にその機能 を遂行 している事

実 を考 え るとき・,性 腺刺戟上 位 ホルモ ンの精嚢

の吸収作 用に及す影響 も男性 ホルモ ンと同時に

検 討 す る必要が あるわけ であ る.

一 方雄 性動 物におい ても畢丸及 び副 腎か ら発

情 ホルモン並び に黄体 ホル モンが分泌 され てお

り,Selye1)に よつ て これ らステ ロイ ドホルモ

ンの生理作 用には重複性 の あるこ とが認 め られ

て以来,女 性 ホルモ ン作 用 と男性 ホルモ ン作 用

とは全 く相 反 した生理作 用 であるにもかかわ ら

ず両者 が同一体 内に共 存す る以上,両 者 の単独

作 用 のみな らず時には拮抗 的に,時 には協 力的

に作用 して生体 におけ る生殖機構 を円滑 に して

い る ことが推定 され る.2)4)そ こ で当然女性 ホ

ル モンの精嚢 の吸収作 用におけ る影響 も考慮 し

なけれ ばな らな くなつて くる.

この よ うな観点 か ら精嚢 の吸収作 用に おける

各種 性 ホル モンの影響 を検討 した前記 の実験成

績 を総括 す ると,

男 性 ホル モン,

成 熟去勢家兎 で21日 を経過 した もの にT.p.

1日0.5mg連 続 計3.5mg投 与 した際,

Pc,SM.Tc.に 対 す る精嚢 の吸収作 用はTp.

投 与 前即 ち去勢21日 後 の該 吸収作 用に略k近 似

した或いは ご く僅か にそれ よ り低 下 した吸収曲

線 を示 しているのが認 め られ,Tp.計7mg投

与 時におい ては これ ら薬 剤の精嚢 か らの吸収は

よ り良と好に認め ら矛した.更 に1週 日放 置(麦吸巧又

状 態を観察す るとPc.SM.で はT.p.7mg

投 与 時 と大差 はみ られ なかつたが,Tc.で は梢

k低 下の傾向が認め られた .CM.の 場 合は多

少精嚢の吸収作用 に特異 的な現象 が認 め られ た

が,全 例にT.p,投 与 後明か な吸収作用 の上 昇

を認 め ることが出来た.

以 上 …般 に精嚢 の吸収作用 におけ る男性 ホル

モ ンの影 響は去勢に よつ て低下 の傾 向に ある吸

収作 用に対 して一見阻止 的な働 きを示 し,複 元

的 に作 用 してい るこ とが うか がわれたが去 勢前

の 吸収作 用 には到底及 ぱなかつた .

性 腺刺戟上 位 ホル モン

成熟去勢家兎21日 後 よりプ1日50家 兎単位

連続計350家 兎単位投与時におけるPc.SM.

Tc.に 対する精嚢の吸収作用は多 くはプ.投 与

前のそれより低下している.プ.700家 兎単位

投与時では これ ら薬剤の一部のものに,前 者ま

り良好な吸収の認められたものがあるが,そ れ

はプ350家 兎単位投与時の吸収作用が著しく

低下していたものにおいてみられ,殆 どのもの

は去勢21日 後の吸収状況よりなお僅かに低下し

て認められた.更 に7日 聞放置後検査 した吸収

状況は一部ではプ 投与計350家 兎単位投与時

の吸収曲線に,一 部はプ700家 兎単位投与時

或 いは去勢21日 後の吸収作用に近接 して認めら

れた.CM.に ついては前述 した ように特異的

な吸収作用が認め られているが,以 上性腺刺戟

上位ホルモンは精嚢の吸収作用に対 して男性ホ

ルモンの場合のように明かな吸収作用は全 くみ

られなかつたが,そ のまま放置すれば更に一層

低下するであろう吸収作用に対 して阻止的に働

いていると推定される現象が認められた.

女性ホルモン

末処置の成熟家兎に合成発情ホルモン剤スロ

ン1日5mg連 続計35mg投 与時,精 嚢の

吸収作用はPc.SM.Tc.の 場合1・2の 例外

が認め られ るが殆 どス.投 与前より僅かに低下

している.ス.計70mg投 与時では更に前者

より吸収機能は明かに低下し,ズ.投 与終了後

7日 において一層著明な吸収作用の低下が認め

られたものが多い.但 しCM.で はこの関係は

前3剤 のように 明かな 変 化はみられなかつた

が,一一般に合成発情物質ス.の 大量投与によつ

て精嚢の吸収機能の減弱が認められた.

考 按

男性 ホル モンの投 与 に よつて萎縮 退化 した去

勢家 兎精嚢が急速 に肥 メ(増殖 し,正 常化す るこ

とは古 くか ら知 られ てお り2)4)5)6)7)8)9).男 性 ホ

ルモ ンが精嚢 の発育肥 大に不 可欠の因子 である

ことも明 白で ある.更 に糟嚢 の生理的機構の一

部 が この ような支 配 を受けてい る ことは,精 液

中の果 糖及 び絢構 酸等 の 分 泌 機 能 にっ いて志

田2).及 び教室 の 山村3)に よ り実験的 に証 明され

てお る.従 つてそ の生理作 用の1つ である吸収
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作用も当然男性 ホルモンの支配を受けるであろ

うことは容易に予想 され,わ た くしの行つた実

験成績にもこの関係を認 めることが出来たが,

それは同時に観察した組織学的変化と比較 して

組織学的には男性ホルモンの投与によつて明か

に去勢前の組織像えの複元が認められたにもか

かわらず,吸 収機能はT.p.投 与前 より僅かに
ノ

良好な吸収が認められたのみで去勢前のそれに

は遙かに及ばなかつた.こ のような所見は精嚢

の吸収生理の見地か ら非常に興味ある点で,単

にその吸収機能の面か らこの問題を検討す るな

らば第2編 にも記載 した ように,去 勢によつて

著 しく吸収機能の低下する事実は糟嚢 の吸収作

用に男性ホルモン以外の他の因子が大 きく介在

し,そ れは睾丸由 来性物 質に依存 すること大

で,CM.の 吸収状況が特異的であつたこと及び

男性ホルモン投与時の吸収状況 と考え合せ,山

村3}の実験による果糖或いは高橋10,の実験にも

みられるように拡散因子が有力な影響因子 とみ

なすことが出来るが,一 方動物体内における性

ホルモン活動が自働的なものでな く.下 垂体か
る

らの支配を受け更に異種性 ホルモ ンが 同時 に共

存 し,夫 汝何 等かの生理的意義 を有す る以上,

この種の問題 の即 断は許 され ない ことである.

去 勢 ラツテの萎縮 した精嚢腺 や前立腺 は男性

ホルモンだけ でな く,卯 胞 ホル モンを適 当量 混

合投与す るこ とに よっ てそ の恢復 が迅速,顕 著

になるというFreud11),David&De

Jough12,.Korenchevsky13)等 の 報 告は精嚢

の形態学 的方面のみ な らず,そ の機能 的方面 に

おいても同 じことが説明 され て もよいわ けで,

当然吸収作用 において も この関係 を考慮 しなけ

ればな らない

以上精嚢 の吸収作 用に おけ る男性 ホルモ ンの

作用 は去i勢に よつ て低 下 した吸収作 用に対 して

複元的効果を もた らしたが,次 に下垂 体性 汝腺

刺戟 ホルモ ンにつ いて精嚢 生理 との関係 を追求

してみる と,従 来下垂体性 々腺刺戟 ホルモ ンの

生理作用14)15)16)17)は雌 性動 物に おいては比較 的

判然 としてい るが,雄 牲 動 物に おけ る役 割につ

いてはなお不 明の点が少 くな く種 汝論議 のあ る

るが,要 す るに性腺 と下垂体 との関係 におい て
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性 腺 は下垂体か らのGonadotropinの 支 配の

裡 にそ の機能 を遂行 しているが ,下 垂体対性腺

は単に一方的関係 にあるの で は な く
,他 の内

分泌 系に お け る と同様に交互作 用の関係 にあ

るもの で,即 ち下垂体 も逆に性腺か ら分泌 され

るホルモ ンの作 用を受け,そ の影響 のもとに調

和 を保 つ てい るものである ことが認め られ てい

る.

去勢家兎にプレホルモンを投与して観察した

吸収機能の検査において或る程度該ホルモン投

与による影響 と思われる所見を得たことは,下

垂体性汝腺刺戟 ホルモンの有する作用機序がき

わめて複雑難解性で判然としていない現在,同

時に今後に残 された問題であろう

ここで注意 したいことは,去 勢 した際精嚢の

吸収作用は去勢によつて惹起される組織学的変

化の度合に略汝一致 して低下がみられたが,男

性ホルモン及び性腺刺戟上位ホルモンの投与で

は この関係が成立しなかつたことである。また

男性ホルモン作用と拮抗的作用を有する発情物

質の投与においても,吸 収作用の変化と組織所

見のそれと一致 しなかつたことは精嚢の吸収生

理に関与する性ホルモン作用の解明に1つ の方

向を与えるものであろう.

他方発情物質が雄性生殖腺に対 して働 く作用

機序については前立腺肥大症の発生病理 と関連

して,多 数の検索が行われておりエ8)"'22,同時に

精嚢に対する作用についても一部明かにされて

いるが23}24).精嚢の吸収生理の影響については

殆 ど研究されていない.さ きに八塚25)がこの問

題に関連 して,ス ロンの大量投与によつて吸収

機能の低下することを報告 しているが,わ た く

しの実験成績にも同じ結果が認められた.前 述

したように発情物質の連続投与によつて去勢 し

た場合 と殆 ど変 らない吸収作用の低下がみられ

たにもかかわ らず,ス.投 与による精嚢組織に

対する影響が去勢時の変化と相達 していたこと

は,中 山24)が指摘 しているように発情物質は性

器系の細胞群 に親和性をもち,夫 汝の群に別 ・々

に直接作用するものであ りかつ,そ の作用は雄

性においては発育抑制的であるが,一 定量を越

えればむしろ細胞の破壊に近い作用を及すもの
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であるという晃解に従えば,か かる絹違が容易

に肯定出来るのである.而 して精嚢の吸収作用

に対する機序についても同様に発情物質が生殖

上皮に直接的に作用 し,下 垂体性ホル噸ンの減

少を惹 起 し更 に男 性ホルモンの減 少を招 く結

果,畢 丸機能の減少がその原霞と考えられる.

以上単に性ホルモンと呼ばれるものについて

老察を試みたのであるが,性 機能に関与するホ

ルモンが牲本ルモンのみに限局されるものでな

いことは明白で,精 嚢の吸収機能の検索に当つ

てもζれらの事は当然のことで,性 ホルモンの

影響のみによつて吸収生理 の関連性を論 じ得る

ものでな く.性 機能が正 しく行われている限 り

各kのG◎RadolsterOidの 状態も正常なもの

であるべ く,こ れを性腺ステロイ ドの平衡 と解

するならばこの平衡 こそ正常な性本ル勘ンの環

境であると云つて誤 りではないと思われる.従

つて問題 とすべきは単一ホルモンの消長だけで

なくこのホ」V・{1ン的環境そのものである.i要 す

るに精嚢の吸収作用はこれら性ホルモンの影響

を受け ることは確実であるが,他 方精嚢におけ

る薬剤の吸収機序には他の因子が介在 している

ことも明かである。

結 語

各種性 ホル葡ンが精嚢 の吸収作用に如何なる

影響を及す ものであるか.精 嚢の組織学的検索

とともにPc、SM.Tc。CM.各 抗生剤につい

て吸収作用の変動を追求 した.

1、 男性ホルモンは去勢によつて低下 した吸

収作用に対 して複元的に働 くことがPc.SM.

Tc.CM.の 糟 嚢 よりの吸 収 作 用に認められ

た.1綴 織学的にはその完全な按復 を認めた.

・2.性 腺刺戟上位ホルモンは叢勢後萎縮 した

精嚢組織紅薄 して全 く無影響 であつたがラ吸叡

作用はそのまま放置すれば更に一層低下する去

勢後の精嚢の吸収作用に阻止的に働いているの

がPC。S蟹.Tc。 の吸叡状態に認められた。握 し

CMに おいては複元的傾向が認められた.

3.女 性ホルモンは睾丸及び精嚢の組織に灘

して萎 縮的に働 き・,精 嚢の吸収作 用に対して

はPc.SM.Tc.CM.の いずれの薬剤の場合も

その低下す るのを認めた.

本論丈の要皆は第44回日本泌尿器科学会総会におし、

て発表した.

稿を終るに覇り始終御懇篤な御指導並びに御校閲を

賜つた恩師大村教授に深甚なる謝意を表す為.
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